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(57)【要約】
　本発明は、ヘギイタダニ寄生のミツバチ群を調査する
ための装置に関する。装置は、底、側壁及び蓋を伴う容
器を含む。容器内には、ヘギイタダニをハチから落とす
がハチを傷つけない手段と、落ちたヘギイタダニを容器
の底に固定する手段とがある。本発明は、本発明による
装置を用いてミツバチ群のヘギイタダニ寄生の程度を調
査する方法と、本発明による装置を用いて様々な殺ダニ
剤含有活性化合物に対するハチ群のヘギイタダニの感受
性を調査するための方法とに更に関する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ミツバチ群のヘギイタダニ寄生を調査するための装置であって、
　底、側壁及び蓋を伴う容器と、
　前記容器内にあり、前記ハチを傷つけずに前記ヘギイタダニを前記ハチから落とす手段
と、
　前記落ちたヘギイタダニを前記容器の前記底に固定するための手段と
　を備える装置。
【請求項２】
　前記容器が、前記ハチの噛砕きに耐える硬さの材料、好ましくはプラスチック材料、特
に好ましくはフィルム又は腹板から成ることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記容器の高さｈ及び前記容器の長さｌの寸法が、前記装置がミツバチ巣枠により規定
されるエリアの１０％～５０％を満たすようなものであることを特徴とする、請求項１又
は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記容器の幅ｂが、１０ｍｍ～５０ｍｍの範囲、好ましくは２０ｍｍ～３５ｍｍの範囲
であり、前記容器の前記長さｌが、５０ｍｍ～４２８ｍｍの範囲、好ましくは１００ｍｍ
～２００ｍｍの範囲であり、前記容器の前記高さｈが、２０ｍｍ～４０５ｍｍの範囲、好
ましくは３０ｍｍ～１００ｍｍの範囲であることを特徴とする、請求項１～３の一項に記
載の装置。
【請求項５】
　前記容器が、前記ハチが通って逃げられるサイズの開口を有し、前記容器の前記開口に
は、所定の期間後に前記容器内の前記ハチが自ら前記容器を開放し、前記容器から逃げる
ことを許す密閉機構が設けられることを特徴とする、請求項１～４の一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記容器の前記開口が、前記容器の前記側壁又は前記蓋に位置することを特徴とする、
請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記密閉機構が、３時間を超えた後に、好ましくは６時間を超えた後に前記ハチによる
前記容器の開放を可能にすることを特徴とする、請求項５又は６に記載の装置。
【請求項８】
　前記密閉機構が、前記容器の前記開口を密閉し、前記開口が位置する前記容器壁と垂直
であり、１０ｍｍ～３０ｍｍの範囲の厚さを有する、ハチ用の餌生地から成ることを特徴
とする、請求項５～７の一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記密閉機構が、前記容器の前記開口の断面に対応する７ｍｍ～２０ｍｍの範囲の断面
及び１０ｍｍ～３０ｍｍの範囲の長さを有する、餌生地で満たされる小管から成ることを
特徴とする、請求項５～７の一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記密閉機構が、前記容器の前記開口を密閉するコート紙、非コート紙、厚紙又は薄木
板から成ることを特徴とする、請求項５～７の一項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記容器が、前記ハチが通って逃げられないような寸法の換気開口を有することを特徴
とする、請求項１～１０の一項に記載の装置。
【請求項１２】
　落ちた前記ヘギイタダニを固定するための前記手段が、粘着面が前記容器の内部に面す
る粘着フィルムであることを特徴とする、請求項１～１１の一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記容器の前記底を前記容器の前記内部から分離し、前記ヘギイタダニは通過し得るが
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、前記ハチは通過しない格子が、前記容器の前記底の近くに位置することを特徴とする、
請求項１～１２の一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記格子が、０．５ｍｍ～６ｍｍの範囲、好ましくは２ｍｍ～４ｍｍの範囲の網目サイ
ズを有することを特徴とする、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ヘギイタダニを前記ハチから落とす前記手段が、前記容器の前記蓋又は前記壁に固
定され又は吊り下げられ、殺ダニ剤含有活性化合物を含む、活性化合物支持体であること
を特徴とする、請求項１～１４の一項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記活性化合物支持体が、接触により又は蒸散により前記殺ダニ剤含有活性化合物を放
つことを特徴とする、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ヘギイタダニを前記ハチから落とすための前記手段が、好ましくは、フルメトリン
、アミトラズ、クマホス、タウフルバリネート、ブロモプロピレート、大環状ラクトン、
および蟻酸、乳酸、蓚酸などの有機酸、およびチモール、丁香油、シトロネラ油などの精
油、並びにそれらの成分を含む群からの、殺ダニ剤含有活性化合物であることを特徴とす
る、請求項１～１６の一項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記容器の前記底、前記側壁及び前記蓋が折り畳み可能な材料片で作られることを特徴
とする、請求項１～１７の一項に記載の装置。
【請求項１９】
　前記装置が、つまみ及び切れ目を用いて組み立てることにより最終形態を得ることを特
徴とする、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　ミツバチ群のヘギイタダニ寄生の程度を調査する方法であって、
　ａ）請求項１～１９の一項に記載の装置を準備するステップと、
　ｂ）前記容器をハチで満たすステップと、
　ｃ）少なくとも３時間の後に、前記固定手段に付着している前記ヘギイタダニを記録す
るステップ、及び／又は前記ハチに付着したままの前記ヘギイタダニを記録するステップ
と
　を含む方法。
【請求項２１】
　様々な殺ダニ剤含有活性化合物に対するハチ群のヘギイタダニの感受性を調査する方法
であって、
　ａ）異なる殺ダニ剤含有活性化合物をそれぞれに含有する活性化合物支持体を備える、
請求項１～１９の一項に記載の、少なくとも２つの装置を準備するステップと、
　ｂ）前記少なくとも２つの容器をミツバチ群のハチで満たすステップと、
　ｃ）少なくとも３時間の後に、前記固定手段に付着している前記ヘギイタダニを記録す
るステップ、及び前記ハチに付着したままの前記ヘギイタダニを記録してもよいステップ
と、
　ｄ）前記固定手段上の記録されたヘギイタダニの数を前記それぞれの殺ダニ剤含有活性
化合物と関連付けるステップと
　を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ミツバチ群のヘギイタダニ寄生を調査するための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　２０００年頃から大規模なハチの大量死が北米及び欧州において観測されてきた。兆候
は、巣箱内の成虫バチの不在である。対照的に、幼虫、幼生バチ、蜜及び花粉は依然とし
て存在する。ハチの大量死の原因の１つは、ヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｄｅｓｔｒｕ
ｃｔｏｒ）寄生であると考えられる。ヘギイタダニは、欧州、中東、米州、日本及びアフ
リカに前世紀後半中に恐らく持ち込まれ、ヨーロッパミツバチ（Ａｐｉｓ　ｍｅｌｌｉｆ
ｅｒａ）の群内に急速に拡散した。それらの宿主であるアジアミツバチ（Ａｐｉｓ　ｃｅ
ｒａｎａ）とは対照的に、ヨーロッパミツバチは、適当な生体防御機構を有しておらず、
このことがダニの一層の繁殖及び拡散を許している。更に、Ｖａｒｒｏａ　ｄｅｓｔｒｕ
ｃｔｏｒは、他の病原微生物（例えばウイルス、細菌）の保菌生物である。ダニの効果的
な制御がなければ、ハチ群は早晩死滅するであろう。ヘギイタダニ又は他のヘギイタダニ
に対する信頼できる処置管理は、寄生の個々の診断を必要とする。
【０００３】
　ハチのヘギイタダニ寄生を診断するための既知の方法は、ハチ巣箱内のミツバチ巣の下
方に配置される脱着可能な底裏板の使用である。底裏板は、大抵の場合、落下するヘギイ
タダニが粘着面に付着する粘着フィルムであり、そこでダニを計数できる。ヘギイタダニ
が格子の網目を通って底裏板上に落ちるが、ハチが底裏板に到達できないように、粘着フ
ィルムを上方に位置する格子により保護することも知られている。この場合もまた、粘着
フィルムに付着するヘギイタダニの数を計数することができる。両方の方法は、寄生され
たハチ群のヘギイタダニの如何なる割合がそもそも記録されていたかが不明であるので、
非常に信頼できない。また、大量の他の破片が底裏板上に落ちるため、底裏板が定期的に
清掃されない限り死んだダニを発見することが困難となっている。したがって、既知の方
法は、寄生の定量的診断よりも定性的診断により適する。
【０００４】
　寄生を診断するための更なる既知の方法は、底に穴が開いた容器内の一定数のハチに粉
糖をかける「粉糖法」として知られているものである。ハチと共に容器を揺動することに
よって、ヘギイタダニは、ハチから分離し、ヘギイタダニと共に落ちた粉糖は、穴が開い
た底を通って容器から出る。更なるスクリーニングにより粉糖とヘギイタダニを互いに分
離することができ、よって、分離されたヘギイタダニの数を記録することができる。「粉
糖法」は、非常に複雑であり、複数の装置を必要とする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明の目的は、ミツバチ群のヘギイタダニ寄生の定量的診断を簡単に実
施できる装置及び方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明による目的は、ミツバチ群のヘギイタダニ寄生を調査するための装置であって、
　底、側壁及び蓋を伴う容器と、
　容器内にあり、ハチを傷つけずにヘギイタダニをハチから落とす手段と、
　落ちたヘギイタダニを容器の底に固定するための手段と
　を備える装置により達成される。
【０００７】
　容器は、ハチの噛砕きに耐える硬さの材料、例えば、プラスチック材料（フィルム若し
くは腹板）又は金属で作られる。
【０００８】
　容器は、容易に組み立てることができ、開放することができ、ハチ標本で満たされた後
に容易に閉鎖することができることが好ましい。
【０００９】
　ハチ巣箱内に典型的に用いられるような適当な保持手段（図１）により本発明による装
置をミツバチ巣枠（空枠）内に固定することができる。表１は、様々な種類のミツバチ巣
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【表１】
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【００１０】
　装置の容器の寸法は、容器の高さ及び長さが、用いられるミツバチ巣枠の内部寸法の高
さ及び長さに納まるようなものである。容器の幅は、ミツバチ巣枠の柵の幅よりも幾分大
きくてもよい。好ましくは、装置は、ミツバチ巣枠の端から端まで広がるエリアの１０％
～５０％を満たすものである。適当な寸法によって、幾つかの装置を１つのミツバチ巣枠
内に固定することも可能である。
【００１１】
　容器は、１０ｍｍ～５０ｍｍの範囲、好ましくは２０ｍｍ～３５ｍｍの範囲の幅ｗ、５
０ｍｍ～４２８ｍｍの範囲、好ましくは１００ｍｍ～２００ｍｍの範囲の長さｌ、及び２
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０ｍｍ～４０５ｍｍの範囲、好ましくは３０ｍｍ～１００ｍｍの範囲の高さｈを有するも
のである。
【００１２】
　容器の寸法は、容器がほぼ５０ｇのハチ標本を収容するために適当であることが特に好
適である。
【００１３】
　ハチが診断容器に居住する間に容器の自然漏れがハチに酸素を提供するのに十分ではな
いようである場合、容器は、ハチが通って逃げられないような寸法の換気開口を有しても
よい。
【００１４】
　好ましくは、容器は、ハチが通って逃げられるサイズの開口を有する。特に好ましくは
、開口は、７ｍｍ～２０ｍｍの範囲の直径を有する。容器の開口は、所定の期間後に容器
内のハチが自ら容器を開放して容器から逃げることを許す密閉機構を有する。所定の時間
は、もし可能であれば、３時間よりも長く、理想的には６時間よりも長い。
【００１５】
　密閉機構は、容器の開口を密閉し、開口が位置する容器壁と垂直であり、１０ｍｍ～３
０ｍｍの範囲の厚さを有する餌生地の塊から成ることができ、或いは、容器の開口の断面
に対応する断面及び１０ｍｍ～３０ｍｍの範囲の長さを有する、餌生地で満たされる小管
であることができる。適当な餌生地は、例えば、Ｓｕｄｚｕｃｋｅｒ　ＡＧにより製造さ
れ、主にショ糖で構成される、ＡＰＩＦＯＮＤＡ（登録商標）ブランドのペースト状のハ
チ用餌である。それは、直径が１／１００ミリメートルよりも小さな微細結晶を含有する
。各個々の結晶は、結晶の結合及びクラスト形成を防ぐ、溶けた砂糖から成る糖蜜の薄い
フィルムによりコーティングされる。したがって、ハチは、ＡＰＩＦＯＮＤＡ（登録商標
）を問題なしに取り外し、咽頭により直接取り込むことができる。代替として、密閉機構
は、容器の開口を密閉する、コート紙（例えば粘着ラベル）、非コート紙、厚紙、薄木板
又は類似物から成ってもよい。密閉機構は、ハチ自体により食べ続けることができ、所定
の期間の後に開放されるようなものである。
【００１６】
　落ちたヘギイタダニを固定するための手段は、容器の底の粘着剤、例えば、容器の内側
に面する粘着面を伴う粘着フィルムから成ってもよい。落ちたヘギイタダニを固定するた
めの手段は、ハチから落ちたヘギイタダニを固定するが、ハチの移動の自由に悪影響を及
ぼさない。可能である１つの粘着フィルムは、５１　Ｓｏｕｔｈ　２ｎｄ　Ｓｔｒｅｅｔ
、Ｈａｍｉｌｔｏｎ、イリノイ６２３４１のＤａｄａｎｔ＆Ｓｏｎｓ　Ｉｎｃ．によるＶ
ａｒｒｏａ　Ｍｉｔｅ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｂｏａｒｄｓ（例えばＢ４１５０１　Ｖａｒｒｏ
ａ　Ｍｉｔｅ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｂｏａｒｄ　Ｃ／１）である。
【００１７】
　好ましくは、容器の底を容器の内部から分離し、ヘギイタダニを通過させ得るが、ハチ
を通過させない、格子（Ｄａｄａｎｔ＆Ｓｏｎｓ　Ｉｎｃ．による格子など）が容器の底
又はその近くに位置する。格子は、０．５ｍｍ～６ｍｍの範囲、好ましくは２ｍｍ～４ｍ
ｍの範囲の網目サイズを典型的に有する。このことは、ハチが粘着剤と直接接触すること
を防ぐ。
【００１８】
　ヘギイタダニをハチから落とすがハチを傷つけない、容器の内部の手段は、選択的な殺
ダニ活性を有する殺ダニ剤含有活性化合物を伴う活性化合物支持体であってもよい。活性
化合物支持体は、容器の内部に固定又はぶら下げられ、接触により又は蒸散装置として殺
ダニ剤含有活性化合物を放つことが好ましい。活性化合物支持体は可能な限り、殺ダニ剤
含有活性化合物が容器の内部に一様に拡散するように、又は、活性化合物支持体の表面か
ら接触によりハチに取り込まれ得るように、配置される。落ちたヘギイタダニを任意の時
点で記録し、ハチの寄生の程度に関する情報を提供することができる。この情報から、調
査されたハチ群を処置するための要件を表２の一覧に示されるように導出することができ
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る。
【表２】

【００１９】
　選択的な殺ダニ活性を伴う適当な活性化合物は、例えば、フルメトリン、アミトラズ、
クマホス、タウフルバリネート、ブロモプロピレート、大環状ラクトンおよび、蟻酸、乳
酸、蓚酸などの有機酸、及びチモール、丁香油、シトロネラ油などの精油、並びにそれら
の成分である。
【００２０】
　容器の内部の手段は、容器の内部をハチの通常の血液温度である３６℃を超える温度に
加熱する加熱媒体であってもよい。最高４５℃の温度で、ハチは、傷つかないが、ヘギイ
タダニは、殺虫され又はハチから「自発的に」剥がれて落ちる。
【００２１】
　本発明による装置をハチ群のヘギイタダニ寄生の診断に用いることができる。このため
に、本発明による装置は、準備されてハチで満たされる。少なくとも３時間の後、ハチか
ら落ちて固定手段に付着したヘギイタダニが記録される。
【００２２】
　また、異なる活性化合物支持体を伴う、本発明による複数の装置を備えることによって
、本発明による装置を様々な殺ダニ剤含有化合物に対するハチ群に付着するヘギイタダニ
の感受性を調査するために用いることができる。このために、異なる殺ダニ剤含有活性化
合物を伴う活性化合物支持体をそれぞれに備える、本発明による少なくとも２つの装置が
準備される。両方の装置は、同じハチ群のハチで満たされる。少なくとも３時間の後、ハ
チから落ちて固定手段に付着したヘギイタダニが記録される。容器の底の固定手段上の記
録されたヘギイタダニの数は、それぞれの殺ダニ剤含有活性化合物の活性に関する意見を
形成できるように、それぞれの殺ダニ剤含有活性化合物と関連付けられる。検証試験とし
て、ハチに付着したままのヘギイタダニを殺ダニ剤含有活性化合物と関連付けることもで
きる。ハチに付着したままのヘギイタダニの測定は、本発明の主題ではない上述された粉
糖法により実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】ミツバチ巣枠の略図を示す。
【図２】組立前の寄生診断用装置の容器の第１の実施形態の写真を示す。
【図３】組立前の寄生診断用装置の容器の第１の実施形態の図面を示す。
【図４】容器の第３の実施形態が開放蓋と嵌合状態にある寄生診断用装置を示す。
【図５】容器の第３の実施形態が組み立てられてハチで満たされた状態にある寄生診断用
装置を示す。
【図６】ミツバチ巣枠内の２つの寄生診断用装置を示す。
【図７】ハチが寄生診断用装置からどのように逃げるかを示す。
【図８】組立前の寄生診断用装置の容器の第２の実施形態の図面を示す。
【図９】第２の実施形態の寄生診断用装置の容器がどのように満たされるかを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
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　図１は、本発明による寄生診断用装置の１つ又は複数を挿入できるミツバチ巣枠の略図
を示す。区間Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの可能な寸法を表１に見ることができる。
【００２５】
　図２は、組み立てられる前の寄生診断用装置の容器１０の第１の実施形態の写真を示す
。容器１０の蓋１１、底１２及び側壁１３は、折り畳み可能なプラスチック材料片から打
抜加工される。折り畳みに際して、つまみ１６のそれぞれは、容器が折り畳み形状を保つ
ように、対応する溝１７に押し込められる。活性化合物２０の細片は、容器１０の一側壁
１３に取り付けられる。これは、例えば、高分子マトリックス及び活性化合物としてのフ
ルメトリンを伴う活性化合物支持体である、Ｂａｙｖａｒｏｌ（登録商標）細片のセクシ
ョンであり得る。Ｂａｙｖａｒｏｌ（登録商標）細片は、ハチが両側からアクセス可能で
あるように取り付けられる。接触の結果として、活性化合物フルメトリンは、ハチにより
細片の表面から取り外され、肉体的接触によって装置内の全てのハチ及びヘギイタダニに
移される。Ｂａｙｖａｒｏｌ（登録商標）細片に加えて、例えば、活性化合物としてクマ
ホスを含有するＣｈｅｃｋ　Ｍｉｔｅ（登録商標）細片、又は、活性化合物としてアミト
ラズを含有するＡｐｉｖａｒ（登録商標）細片も用いられてもよい。
【００２６】
　容器１０は、ハチが通って逃げられるサイズの開口１５を有する。
【００２７】
　図３及び図８は、組み立てられる前の寄生診断用装置の容器の第１の実施形態１０の図
面と第２の実施形態２０の図面とをそれぞれ示す。同一の機構は、２つの図において同じ
特徴を有する。以下のものを明瞭に見ることができる。
【００２８】
　１１－蓋
　１２－底
　１３－側壁
　１４－空気穴
　１５－ハチが通って逃げられる開口
　１６－つまみ
　１７－つまみを収容するための切れ目
　１８－活性化合物含有細片用の保持つまみ
　示される２つの実施形態は、単に図８の保持つまみ１８が図３と比べて異なる位置にあ
るという事実において異なる。
【００２９】
　図４及び図５は、容器の第３の実施形態が組立状態にある寄生診断用装置１００、１０
１を示す。図４において、上面図は、開放した蓋１１１を伴う。図５において、容器は、
組み立てられてハチで満たされる。この第２の実施形態において、折り畳み可能なプラス
チック製の腹板が容器のために用いられている。側壁１１３と底は、割りピン１２６が推
し込められている穴により固定される。蓋１１１は、弾性バンド１２８により固定される
。Ｄａｄａｎｔ＆Ｓｏｎｓ　Ｉｎｃ．製のＶａｒｒｏａ　Ｍｉｔｅ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｂｏ
ａｒｄｓによる粘着フィルム１２４は、容器の底に位置する。図４に示される装置１００
の変形において、ハチが通って逃げられる蓋１１１の開口は、餌生地１２２の塊により容
器の内側で密閉される。図５に示される装置１０１の変形において、蓋１１１の開口は、
紙片により外側で密閉される。
【００３０】
　図６は、ミツバチ巣枠２００内に取り付けられている２つの寄生診断用装置１００、１
０１を示す。
【００３１】
　図７は、ハチが寄生診断用装置１００の蓋の開口１１５を通ってどのように逃げるかを
示す。
【００３２】
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　毎回凡そ５０ｇのハチを用いて１００回以上の寄生試験を図４～図７による装置１００
を用いて実施した。用いられた容器の寸法は、幅ｗ＝３０ｍｍ、長さｌ＝１５０ｍｍ及び
高さｈ＝６０ｍｍであった。寸法９０ｍｍｘ約３０ｍｍのＢａｙｖａｒｏｌ（登録商標）
細片を容器の壁に位置させた。６時間以上の後、ハチは、容器から脱することができ、そ
の後に更により大きな容器内に位置させられ、その内部では、ハチに付着したままの残り
のヘギイタダニの測定が実施された。これらの残りのダニの測定は、見出された全てのヘ
ギイタダニのうちの９５％以上が、ダニを計数できる本発明による装置１００において、
ハチから既に落ちていたことを明らかにした。
【００３３】
　図９は、第２の実施形態の寄生診断用装置の容器がどのように満たされるかを示す。容
器の設計は、満たすことが特に簡単なものである。満たすために、開口が上向きの開放し
た箱は、ミツバチ巣に止まるハチの上方で頂部から底部まで押し動かされる。前者は、す
ると縁部から容器内に「ひっくり返る」。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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